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一般質問一般質問
市議会のうごき市議会のうごき
可決された意見書可決された意見書
請願請願
６月定例会議決結果６月定例会議決結果
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５５
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　令和 3年第３回定例会を６月 10 日から 22
日までの 13日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「令和３年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第２号）」などの議案、意
見書、請願等を審議しました。

６月定例会

スマートフォン等スマートフォン等
で読み取ることがで読み取ることが
できます。できます。

いばらき

市議会 だより

ホタルが舞う下音羽川 ( 見山の郷付近 )
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令和3年 (2021年) 8月1日発行
市議会だより

一般質問※二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、本会議の録画配信がご覧いただけます。

接
種
の
予
約
に
つ
い
て
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
や
社
会
福
祉
協

議
会
に
よ
る
支
援
が
活
用
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
へ
の
支
援
業
務
の
委
託
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
集
団
接
種
会
場
ま
で
の
移
動

は
、
要
介
護
者
の
方
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

位
置
付
け
る
こ
と
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
認
知
症
の
方
の
場
合
は
、
市
が
実
施

す
る
高
齢
者
ご
い
っ
し
ょ
サ
ー
ビ
ス
（
※

１
）
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
女
性
の
健
康
と
未
来
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

乳
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
正
し
い
知
識
の
普
及
や
検
診
の
重
要

性
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

対
象
範
囲
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
国
の
指

針
や
近
隣
市
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
が

ん
検
診
運
営
委
員
会
に
お
け
る
委
員
の
意

見
を
参
考
に
し
て
い
く
。

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽

性
患
者
で
、
入
院
が
必
要
な
方
の

搬
送
先
の
決
定
方
法
及
び
搬
送
人
数
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
搬
送
先
の

市
内
病
院
、市
外
病
院
の
内
訳
は
ど
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
患
者

の
入
院
先
に
つ
い
て
は
、
病
床
の

一
括
管
理
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
府
の
入

院
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
が
決
定
し

て
お
り
、
救
急
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
茨

木
保
健
所
を
通
じ
て
入
院
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
か
ら
指
定
さ
れ
た
病
院
に

搬
送
し
て
い
る
。
搬
送
人
数
は
、
令
和
２

年
４
月
か
ら
令
和
３
年
５
月
末
ま
で
で

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
患
者
の
搬
送
は

問答

在
宅
の
要
支
援
者
等
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
、
安
心
し
て
接

種
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
、
予
約
入
力
等

を
支
援
す
る
会
場
の
設
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
会
場
に
出
向
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
へ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
よ

る
支
援
を
委
託
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
本
市
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

要
支
援
者
等
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援
を

問

答

65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
開
始
さ
れ
、
実
施
計
画

策
定
時
に
は
、
約
６
割
の
方
が
接
種
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
想
定

以
上
の
希
望
者
数
に
な
っ
た
場
合
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
集
団
、
個
別

接
種
と
も
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
で
き
る
の
か
。
さ
ら
に
、
府
の
大

規
模
接
種
会
場
で
接
種
さ
れ
た
方
が
重
複

接
種
し
な
い
よ
う
把
握
は
し
て
い
る
の

か
。

想
定
以
上
の
接
種
希
望
者
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、
慎
重
に
見
込
み
を

立
て
、
実
施
計
画
の
見
直
し
の
中
で
検
討

す
る
。
ま
た
、
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、

大
規
模
接
種
や
職
域
接
種
を
除
き
、
少
な

く
と
も
市
の
実
施
分
で
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
各
種
対
応
は

問答

第３回定例会

　　一般質問を６月 10 日、11 日の２日間
にわたり行いました。
　主な質問内容は次のとおりですが、誌面
の都合上、質問の一部しか掲載できません。
詳しい内容は、南館１階情報ルーム及び各
図書館に設置している会議録をご覧くださ
い。また、市議会ホームページでもご覧い
ただけます。（いずれも 10月下旬予定）な
お、右下の二次元コードから市議会ホーム
ページの録画配信をご覧いただけ
ます。

一 般 質 問

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  

西
本
　
睦
子

   

公
　
明
　
党

  

青
木
　
順
子

　
会
派
に
所
属

　
　  

し
な
い
議
員

  

辰
見
　
直
子

１
６
８
人
で
あ
り
、
搬
送
先
の
内
訳
は
、

市
内
病
院
が
25
人
、
市
外
病
院
が
１
４
３

人
で
あ
る
。

乳
が
ん
は
罹
患
率
が
上
昇
し
て
お

り
、
か
つ
若
年
化
が
進
ん
で
い
る
。

国
・
市
に
お
い
て
、
検
診
推
奨
年
齢
は
40

歳
か
ら
で
あ
る
が
、
早
い
段
階
か
ら
の
受

診
が
望
ま
れ
る
。
乳
が
ん
発
症
の
若
年
化

に
対
す
る
市
の
認
識
は
ど
う
か
。
ま
た
、

市
が
受
診
勧
奨
す
る
検
診
年
齢
を
引
き
下

げ
、
希
望
す
る
20
代
か
ら
受
診
す
る
こ
と

答

乳
が
ん
検
診
補
助
対
象
年
齢
引
き
下
げ
を

問

（※１）高齢者ごいっしょサービス： 在宅で生活する認知症高齢者の方が外出する際の付き添いや、通院時の院内
介助、家族が外出等する際の認知症高齢者の見守りを行う本市の事業。
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市
議
会

だ
よ
り

し
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
宿
題
を
開
始
す
る
時
期
に
つ
い
て

も
、
教
育
委
員
会
と
関
係
課
で
連
携
し
、

協
議
を
進
め
て
い
く
。

と
は
大
変
で
あ
る
が
、
目
立
た
な
い
こ
と

で
も
目
立
つ
よ
う
啓
発
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど

う
か
。市

民
の
皆
さ
ま
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
削
減
や
再
資
源
化
へ
の
意

識
を
高
め
、
日
常
生
活
で
実
践
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
取
組
み
の

内
容
を
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
、

そ
の
啓
発
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

自
然
界
で
は
分
解
さ
れ
に
く
い
特

徴
を
持
つ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
、不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
な
ど
に
よ
り
、

自
然
界
に
流
出
す
る
と
海
洋
汚
染
に
つ
な

が
る
。
私
た
ち
は
、
自
然
環
境
へ
の
影
響

に
つ
い
て
、
身
近
な
問
題
と
し
て
向
き
合

い
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
、
で

き
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
長
年
の
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
啓
発
を

問

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
の
情
報
発
信
を
し
て
い
な
か
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
電
話
予
約
に
お
い
て

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
受
け
付
け
た
こ
と

は
、
ル
ー
ル
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

不
適
切
な
対
応
だ
っ
た
と
考
え
る
。
き
め

細
か
な
想
定
と
、
そ
れ
に
備
え
た
ル
ー
ル

化
の
徹
底
を
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

か
。

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
つ
い
て
は
、

当
初
か
ら
ワ
ク
チ
ン
ロ
ス
対
策
と

し
て
一
定
数
を
受
け
付
け
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
現
在
ま
で
に
、

約
８
０
０
人
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
受
け

付
け
た
が
、
今
後
も
適
切
な
ル
ー
ル
を
定

め
、
公
平
な
手
法
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
、
学
童
保
育
室
等
の
通
信
環

境
整
備
に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
学
童
保
育
室
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
宿
題
が
問
題
な
く

行
え
る
よ
う
整
備
す
る
こ
と
は
、
家
庭
に

代
わ
る
生
活
の
場
と
し
て
、
働
く
保
護
者

と
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
施
設
と
し
て
は

必
要
で
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
宿
題
を
実
施

し
て
い
る
学
校
に
お
い
て
、
応
急
的
な
処

置
を
含
め
、
早
急
な
環
境
整
備
は
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
学
童
保
育
室
に
お
い
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
宿
題
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
は
い
つ
頃
か
。

学
童
保
育
室
の
応
急
的
な
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、
関
係
課
と
連
携

学
童
保
育
室
等
の
通
信
環
境
整
備
を

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
は

答

問答

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

下
野
　
　
巖

  

大
阪
維
新
の
会

  

大
野
　
幾
子

　
日
本
共
産
党

  

大
嶺 

さ
や
か

市議会のうごき
４
月

８日 議会広報委員会
12 日 正副委員長会
15 日 民生常任委員協議会

５
月

7 日 議会広報委員会
20 日 市街地整備対策特別委員会

25 日 市民会館跡地等整備対策
特別委員会

６
月

4 日 幹事長会
議会運営委員会

10 日 本会議 ( 初日 )
11 日 本会議 ( ２日目 )
15 日 民生常任委員会

18 日
幹事長会
議会運営委員会
正副委員長会

22 日 本会議 ( 最終日 )
23 日 市街地整備対策特別委員会
25 日 議会広報委員会

次
頁
へ
つ
づ
く

次
頁
へ
つ
づ
く

マイボトル専用純水サーバー（市役所本館１階北側）マイボトル専用純水サーバー（市役所本館１階北側）

製
を
使
用
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
な
お
、

大
規
模
接
種
会
場
で
の
接
種
者
に
つ
い
て

は
、
V
R
S
（
※
２
）
で
の
実
績
報
告

が
さ
れ
て
い
る
場
合
、
予
約
券
の
発
送
対

象
外
と
し
て
い
る
。

（※２）VRS：新型コロナウイルス感染症のワクチン接種にあたり、個人の接種状況を把握するシステム。

子
ど
も
た
ち
が
I
C
T
を
活
用

す
る
に
当
た
り
、
そ
の
リ
ス
ク
を

理
解
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
事
象
の

善
悪
を
自
ら
考
え
、
判
断
で
き
る
力
が
必

要
と
考
え
る
。
個
人
の
情
報
モ
ラ
ル
に
加

え
、デ
ジ
タ
ル・シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
※

３
）
教
育
の
実
施
も
教
育
現
場
で
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
本
市
で
は
ど
の

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を

問

  

大
阪
維
新
の
会

  

島
田
　
彰
子

（※３）デジタル・シティズンシップ： 情報技術の利用における、適切で責任ある行動規範のこと。
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一般質問※二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、本会議の録画配信がご覧いただけます。

一
部
の
公
金
の
納
付
に
つ
い
て

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
や
コ
ン
ビ

ニ
納
付
が
対
応
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
役
所
窓
口
や
銀
行
窓
口
で
し
か
納
付
で

き
な
い
も
の
も
あ
る
。
窓
口
の
営
業
時
間

の
制
約
も
あ
り
、
混
み
あ
う
こ
と
で
密
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
状
況
は
市
民
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
つ
い
て
は
、
一

定
規
模
の
債
権
で
な
け
れ
ば
取
り

扱
い
が
困
難
と
い
う
課
題
が
あ
る
。ま
た
、

公
金
納
付
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い

て
は
、
費
用
対
効
果
を
十
分
に
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
非

接
触
に
よ
る
感
染
症
対
策
、
多
様
な
納
付

手
段
の
提
供
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
の
観

生
理
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、
本

年
３
月
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て

質
疑
し
た
。
ま
た
、
４
月
の
教
育
委
員
会

へ
の
請
願
に
対
し
て
は
、
教
育
委
員
会
だ

け
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
市
長
部

局
と
連
携
し
解
決
に
向
け
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
協

議
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。ま
た
、

府
内
で
貧
困
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
体
と
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

関
係
各
課
と
情
報
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
学
校
の
保
健
室
等
で
の

配
布
状
況
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。な
お
、

点
か
ら
、
行
か
な
く
て
も
い
い
市
役
所
の

実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
推
進
す
る
取
組

み
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

て
活
用
可
能
と
考
え
て
お
り
、
包
括
連
携

協
定
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。
民
間

企
業
と
の
連
携
は
、
企
業
が
持
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
等
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の

解
決
が
期
待
で
き
、
企
業
に
と
っ
て
も
社

会
貢
献
の
観
点
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
生
ま
れ
る
機
会
と
な
る
こ
と
か
ら
積

極
的
な
連
携
に
努
め
て
い
く
。

ピ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
と
の
連
携

は
、
同
社
に
と
っ
て
初
の
自
治
体

連
携
と
聞
い
て
い
る
が
、
建
設
中
の
新
施

設
に
お
け
る「
い
ば
ら
き
版
ネ
ウ
ボ
ラ（
※

１
）」
の
開
始
時
期
を
考
え
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
が
広
が
る
と
考
え
る
。
同

社
は
子
育
て
事
業
を
は
じ
め
、
子
ど
も
関

連
の
デ
ー
タ
を
多
く
保
有
し
て
お
り
、
共

同
活
用
す
る
こ
と
で
、
互
い
に
利
点
が
あ

る
と
考
え
る
が
、今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

同
社
と
の
連
携
は
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
子
育
て
支
援
の
分
野
に
お
い

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
、

本
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
支
援

施
策
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
デ
ー
タ

を
基
に
、
き
め
細
か
で
的
確
な
支
援
が
必

要
と
考
え
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に

よ
り
、
市
民
の
声
、
要
望
に
応
え
る
支
援

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
の
声
を
聴
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
市
内
の

事
業
者
や
関
係
団
体
か
ら
の
情
報
を
参
考

に
施
策
を
立
案
し
て
き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
、
分
析
等
に
時
間
を
要
し
、
刻
々

と
状
況
が
変
わ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

時
期
に
応
じ
た
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
で
き

る
か
等
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
事

業
者
の
声
を
聴
く
有
効
な
手
法
に
つ
い

て
、
今
後
と
も
研
究
し
、
得
ら
れ
た
情
報

か
ら
施
策
の
構
築
を
し
て
い
く
。

答 的
確
な
支
援
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
を

問

民
間
企
業
と
の
積
極
的
な
連
携
を

問答

　
公
　
明
　
党

  

坂
口
　
康
博

答

前
頁
つ
づ
き

前
頁
つ
づ
き

公
金
納
付
方
法
の
拡
充
を

問

  

大
阪
維
新
の
会

  

長
谷
川
　
浩

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

塚
　
　
　
理

府
内
で
は
16
自
治
体
で
行
っ
て
お
り
、
生

理
用
品
の
調
達
元
と
し
て
は
、
防
災
備
蓄

用
品
の
活
用
が
13
自
治
体
、
購
入
等
が
３

自
治
体
で
あ
る
。
配
布
場
所
は
、
庁
舎
窓

口
、
男
女
共
同
参
画
施
設
、
学
校
が
６
自

治
体
、
庁
舎
窓
口
、
男
女
共
同
参
画
施
設

が
９
自
治
体
、
学
校
の
み
は
１
自
治
体
で

あ
る
。

答 生
理
の
貧
困
対
策
は

問

　
会
派
に
所
属

　
　  

し
な
い
議
員

  

山
下
　
慶
喜

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

児
童
・
生
徒
の
実
態
か
ら
身
近
に

あ
る
ス
マ
―
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム

と
の
付
き
合
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
最
優
先

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
令
和
２
年
12
月

に
実
施
し
た
茨
木
っ
子
ス
マ
ホ
会
議
な

ど
、
児
童
・
生
徒
、
学
校
、
家
庭
が
連
携

し
た
取
組
み
を
進
め
て
き
た
。
今
後
は
、

さ
ら
に
児
童
・
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
に
お
い
て
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行

動
で
き
る
力
を
育
成
し
て
い
く
。

答

（※１）ネウボラ：フィンランド語で「アドバイスを受ける場所」を言い、妊娠期から修学前期にわたり、切れ目な
く継続的に支援することを特徴とした子育て支援施設（ワンストップ拠点）及びその制度のこと。
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可決された意見書

◎障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律の改正を求める意見書
◎沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書
◎性犯罪に関する刑法改正を求める意見書

６月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

請願

　６月定例会に提出された請願は、民生常任委員会の審査を経て、６月 22 日の最終本会議で採
決の結果、次のとおり決定しました。

◆請願第１号　加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度（市）の創設を求めることに
　　　　　　　ついて…………………………………………………………………………【不採択】

大 阪 維 新 の 会 公 明 党 自 由 民 主 党・ 絆 日 本 共 産 党 い ば ら き
未 来 の 会

会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

岩
本　
　
守

萩
原　
　
佳

島
田　
彰
子

長
谷
川　
浩

円
藤
こ
ず
え

大
野   

幾
子

岡
本　
壱
郎

大
村　
卓
司

青
木　
順
子

松
本　
泰
典

坂
口　
康
博

福
丸　
孝
之

塚　
　
　
理

永
田　
真
樹

上
田　
光
夫

下
野　
　
巖

朝
田　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中　
　
剛

西
本
　
睦
子

稲
葉
　
通
宣

安
孫
子
浩
子

山
本　
由
子

辰
見　
直
子

米
川　
勝
利

山
下　
慶
喜

桂　
　
睦
子

専 

決 

処 

分

専決処分につき承認を求めること
について（茨木市市税条例の一部
を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

専決処分につき承認を求めること
について（令和３年度大阪府
茨木市一般会計補正予算（第１号 ))

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

そ　
の　
他

工事請負契約締結について
( 西河原公園テニスコート改良工事 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産（消防ポンプ自動車）取得に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産（救急自動車）取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補　
正　
予　
算

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和３年度大阪府茨木市一般会計
補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

６月定例会議決結果

会派・議員名

件　　　 　名

◆議長（公明党：河本光宏議員）は採決に加わりません。
◆６月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、６月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

令和３年度大阪府
茨木市一般会計
補正予算（第２号）

［組み替え動議］

［原案］{

（ ○：賛成、×：反対）


